
CSRマネジメント

コーポレート・ガバナンス

　この基本方針に基づき、コーポレート・ガバナンスの強
化に積極的に取組み、株主の皆様をはじめとした全ての
ステークホルダーに対する責任を全うしていきます。

　当社は、経営における透明性の確保と社外からの監視
機能の強化、市場の変化に即応できる経営体制の確立を
柱に企業価値を向上させていくことをコーポレート・ガバ
ナンスの基本方針としております。

 基本的な考え方

コーポレート・ガバナンス体制図
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 「コーポレートガバナンス・コード（2015年6月1日適用開始）」について

 監査等委員会設置会社への移行

コーポレート・ガバナンスに関する基本方針
　当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え
方と基本方針を2015年11月19日に決定し、当社ホーム
ページに掲載しております。

　2016年2月25日開催の取締役会において、2016年
6月開催予定の第7回定時株主総会にて承認されること
を条件として、監査等委員会設置会社へ移行する方針を
決定しました。

コーポレート・ガバナンスに関する基本方針
http://www.meg-snow.com/corporate/governance/

WEB

コーポレート・ガバナンスに関する報告書
http://www.meg-snow.com/ir/governance/pdf/governance.pdf

WEB

コーポレート・ガバナンスに関する報告書
　国内証券取引所の規則に従い作成している当社のガバ
ナンス全般にかかる報告書で、「コーポレートガバナンス・
コード」の各原則に対応した形で、当社のコーポレート・
ガバナンスの考え方や対応状況なども記載しております。
日本取引所グループ「東証上場会社情報サービス」および
当社ホームページに掲載しています。

2016年3月31日現在
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企業倫理委員会

 企業倫理委員会　─ 社外の目 ─
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49

第7期企業倫理委員会・
専門部会 委員一覧

関東：お客様センターで
電話対応の流れを見て

いただきました

関西：子牛の授乳体験をしました

商品パッケージの表示の検討
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企業倫理委員会消費者部会に
参加いただいている主な団体一覧

消費者重視経営を実践する取組み  ［消費者部会］
　消費者部会は、企業理念の3つの使命の1つである「消
費者重視経営」を実践するために社外の声を傾聴し、その
声を経営に反映させていこうとする取組みを行なっていま
す。部会では、消費者団体の代表者や消費者問題に関する
有識者の皆様に雪印メグミルクグループの取組みを紹介し、
消費者目線での評価と意見をいただいています。
　2015年度は当社グループの7つの取組みの内、関東で
は「お客様センター」の見学とお客様からのお問い合せなど
に対応している従業員との意見交換を実施し、関西では「食
育・普及」について、酪農家訪問、工場見学、食育プログラ
ム体験を通して、乳のバリューチェーンを体験していただ
きました。

消費者視点で表示の確認を行なっています  
［表示部会］

　商品パッケージなどの表示は、私たちと消費者をつな
ぐ最も重要な情報の一つであると考えています。
　表示部会では、消費者視点で商品パッケージなどの表
示の点検・確認を行ない、問題があるものについては、
会社に提言し改善しています。

　またパッケージお
よび販促物の表示に
ついて当社が独自に
定める任意表示マニ
ュアルの改訂に携わ
っています。

　企業倫理委員会は、社外の有識者・労働組合の代表およ
び社内委員によって構成されています。この委員会は取締
役会の諮問機関として、原則毎月1回の定例委員会を開催
しています。そこでは、経営全般に対する「社外の目」によ
る検証や提言がなされ、それらは経営に活かされています。

企業倫理委員会には、品質
部会、消費者部会、表示部
会の3つの専門部会があり
ます。

品質・衛生管理の徹底を監査しています  ［品質部会］
　工場の品質管理、衛生管理の徹底およびレベルアップ
を目的として、その道の専門家である委員が工場へ赴き、
監査・視察を実施するとともに、現場従業員との意見交
換などを行なっています。工場では、監査での指摘事項
や推奨事項に対して改善策を取りまとめ、企業倫理委員
会への報告を行なっています。

阿見工場での品質監査
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CSRマネジメント

CSR 推進に向けた取組み

　雪印メグミルクグループ行動規範は、雪印メグミルクグ
ループが社会的責任を果たしていく上での行動の基本を
示したものです。また、行動規範を具体的にして、遵守す
べき事項を取りまとめたものが、雪印メグミルクグループ

　雪印メグミルクグループでは
CSRを推進していく経営レベルの
ガバナンスとして、「CSR委員会」
を設置しています。社長が委員
長を務め、全常勤取締役ならびに
CSR部長を委員とし、原則年2回
委員会を開催しています。委員会
では雪印メグミルクグループが取
組んでいるCSR活動の進捗確認・
総括と次年度の活動目標および活
動方針を定めています。

 雪印メグミルクグループ行動規範、雪印メグミルク行動基準

 ＣＳＲ委員会

の各社が制定した自主行動基準です。雪印メグミルクグ
ループの全役員・従業員は行動規範と自主行動基準を全
ての活動の基本としています。

私たち、雪印メグミルクグループは、社会に対して果たしていくべき自らの責任を自覚し、
社会とともに成長していくことができるように、以下の通り行動いたします。

●	 私たちを取りまく全ての人たちの気持ちを大切
にし､誰からも信頼されるように行動します。

●	 品質管理を徹底し､安全で良質な商品･サービス
を提供します。

●	 コンプライアンスを徹底し､公正で透明性のある
企業活動を行ないます。

●	 会社の財産および情報の保全･管理を徹底すると
ともに第三者の権利を尊重します。

●	 企業活動を通して､ 社会貢献と環境保全に取り	
組みます。

●	 自由と革新にあふれた企業風土を構築し､安全で
働きがいのある職場環境をつくります。

CSR推進体制図

各社、自主計画に基づきCSR活動を実施
各CSR
リーダー

［ 社外の目 ］

答申・提言 諮問

報告

推進支援

グループ16社 CSRグループ

グループごとにCSRリーダーを中心に活動

CSR委員会

委員長：社長
事務局：CSR部

企業倫理委員会

取締役会

雪印メグミルクグループ行動規範

1	CSRの推進体制に	
	 関する事項
2	CSRの活動目標に	
	 関する事項
3	CSR活動の取組み状況の	
	 進捗管理
4	その他CSRに関する事項

CSRグループ／66グループ

CSR委員会
協議事項
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　当社の前身である雪印乳業グループが起こした「雪印
乳業食中毒事件」、「雪印食品牛肉偽装事件」を風化させる
ことなく常に教訓とし、食に携わるものとしての責任を強
く認識するために、毎年2つの事件が発生した6月と1月
にこの活動を実施しています。
　2015年度は6月に、雪印乳業食中毒事件について社
員から選ばれた5名が、当時のそれぞれの立場での経験
を語り共有し、未来に向けて食の責任を果たしていくこと
の重要性を確認しました。1月には「ポジティブな倫理を
考える」と題し、慶應義塾大学大学院の前野教授にご講演
いただき、「志の倫理」の考え方に触れ、より良い社会、会
社となるために、社員の一人ひとりが幸福であることの
大切さを学びました。

 食の責任を強く認識し、果たしていくことを誓う日の活動　～雪印の事件を風化させない～
6月、食中毒事件の経験を
活かし食の責任を果たして
いくことを共有しました

幸福な社員がより良い社会、
会社を創ると語る前野教授

PAGE
502つの事件について

　雪印メグミルクでは、CSRの確立を目的としてCSRグル
ープ活動を実施しています。この活動は、職場または事業
所を一つのグループとし、全社を66グループに分け、そ
のグループごとにCSRリーダーを中心に全社統一テーマ

 CSRグループ活動

での討議やCSR活動についての情報共有を毎月行なって
います。
　また、「雪印メグミルク行動基準」を基本とし、コンプラ
イアンスの徹底を目的とした活動も行なっています。

CSRグループ活動での活発なグループ討議の様子

活発なミニディスカッションの様子

　雪印メグミルクの全役員・従業員は、雪印メグミルク行動基準を遵守する意思表示として、
毎年10月に宣誓書に署名し、社長に提出しています。社長はCSR担当役員に提出します。

 宣誓書の提出

代表取締役3名の宣誓書 42
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CSRマネジメント

　雪印メグミルクでは、従業員の意識・行動が会社の目指
す方向に向かっているか、CSR活動の取組みにより従業員
のCSRマインドが醸成されてきているか、などについて、
アンケートを実施しモニタリングを行なっています。

 CSR経営に関する従業員アンケート

雪印メグミルク
「CSR経営に関する従業員アンケート」結果（抜粋）

アンケート結果（％）は、四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。

Q. あなたは「雪印メグミルクグループ企業理念」を理解していますか？
十分

理解している

2015年度

2014年度

大体
理解している

どちらかといえば
理解している

あまり
理解していない

全く
理解していない

25.3％ 6.4％ 0.6%

16.3% 51.4% 26.2% 5.6% 0.4%

17.5% 50.1%

Q. あなたは、日常生活の中で環境保全を意識して行動していますか？
常に意識して
行動している

2015年度

大体意識して
行動している

どちらかといえば
意識して行動している

あまり意識して
行動していない

全く意識して
行動していない

19.6% 44.6% 28.9% 6.2% 0.6%

21.1% 43.7% 28.6% 5.9% 0.6%2014年度

Q. あなたは、ＭＳＱＳのしくみに基づいて品質管理の徹底に取り組んでいますか？

2015 年度 20.4% 41.7% 29.3% 6.8% 1.8%

19.9% 41.4% 29.7% 7.5% 1.5%2014年度

常に
取組んでいる

大体
取組んでいる

どちらかといえば
取組んでいる

あまり取組んで
いない

全く取組んで
いない

Q. あなたは「雪印メグミルク行動基準」を実践していますか？
常に意識して
行動している

2015年度

2014年度

大体意識して
行動している

意識して行動
することもある

あまり意識して
行動していない

全く意識して
行動していない

20.0% 63.4% 12.7% 3.4% 0.6%

18.3% 65.3% 13.3% 2.6% 0.5%

         
         

Q. あなたの職場のコミュニケーションは円滑ですか？
円滑である

2015 年度

2014 年度

大体
円滑である

どちらかといえば
円滑である

あまり
円滑ではない 円滑ではない

20.4% 40.3% 26.0% 9.9% 3.4%

22.3% 39.7% 24.6% 10.6% 2.8%

ある

2015年度

大体ある あまりない 全くない

21.7% 37.2% 26.1% 12.4% 2.6%

22.0% 36.7% 26.0% 13.0% 2.4%2014年度

Q. あなたの職場では、誰もが自由に疑問等を問題提起できる雰囲気がありますか？
どちらかと
いえばある

Q. あなたは、今の仕事にやりがいを感じていますか？
十分

感じている

2015年度

大体
感じている

どちらかといえば
感じている

あまり
感じていない

全く
感じていない

18.2% 32.9% 28.6% 15.8% 4.4%

18.8% 33.2% 28.6% 15.3% 4.2%2014年度

　アンケートの結果は、全常勤役員・監査役が読み込み、
何回かの討議を経て共有化された後、そこで抽出した課題
について対応の方向性を検討しました。
　また、その内容を踏まえ、CSRグループ活動にて、全職
場で討議を行ないました。

配布された従業員アンケート
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リスクマネジメント体制

　雪印メグミルクは、商品の事故に迅速・適切に対応する
ために、危機管理体制を構築しています。日々のお客様
からのお申し出はお客様センターに一元化されます。そ
の内、商品の品質に関わる情報は、品質保証部に伝えられ
ます。同様に工場・店舗からの苦情情報も全て品質保証
部に集約されます。その情報の中に健康危害、法令違反、
事故拡大など重大化する可能性があると判断された場合
には、緊急品質委員会を開催します。緊急品質委員会で
は、お客様の健康危害を最小限にとどめることを第一の
目的とし、告知回収の必要性を含め、対応を検討します。
その後、社長を対策本部長とする品質事故対策本部で告
知回収の最終決定をします。

 品質事故の対応

　雪印メグミルクグループでは、グループ各社共用の社
内通報相談窓口「雪印メグホットライン」と社外通報相談	
窓口「社外（弁護士）ホットライン」を併設しています。２つ
のホットラインとも、公益通報および公益通報以外の法令
違反、社内規定違反や社会から非難を受ける恐れのある
重大な行為が発生した場合だけでなく、業務上のちょっと
した疑問・相談・提案なども制限を設けず受け付けていま
す。
　当社グループ各社では、機会あるごとに「ホットライン」
の活用を呼びかけています。

ホットライン通報件数の推移

　雪印メグミルクグループは、東日本大震災の後、広域に及ぶ激甚災害が発生した場合を想定し、そのような中でもお客
様へ商品・サービスをお届けするための仕組みを構築しています。

 商品の安定供給

❶  被災状況をより迅速かつ詳細に把握するために、現行
の通信手段に加えて新たな通信手段を導入しています。

❷  事業を継続するために必要な重要業務を担当する事業
所が被災した場合は、重要業務の早期再開に向けて、被
災していない事業所での代替対応手順を明確化してい
ます。

❸  商品の製造に必要となる原材料は、供給拠点の複数化
や代替品の調達などに向けた体制を整えています。

❹  商品の輸送については、交通インフラおよび取引先の
被災状況の把握に向けた連絡体制を構築するとともに、
配送要員・車輌・燃料確保に向けた体制を整えてい	
ます。

危機管理体制（品質事故対応）
お客様からのお申し出

または品質苦情
工場や流通（店舗）における
品質事故、商品トラブルなど

お客様センター

品質保証部
品質事故重大化予測

健康危害、法令違反、拡大可能性

重大化する可能性がない場合

品質事故対策本部の設置 （告知回収の意思決定）

苦情情報

説明報告ご連絡

苦情情報

重大化する可能性がある場合

招集

社長 品質保証部長

緊急品質委員会
告知回収の必要性

内容 2011 2012 2013 2014 2015
社内 社外 社内 社外 社内 社外 社内 社外 社内 社外

人間関係について 8 0 7 2 11 1 2 1 1 1

品質について 0 0 1 0 0 0 0 1 ０ 0

風土改革について 0 0 2 0 0 0 0 0 0 ０

コンプライアンスについて 8 1 3 1 5 1 3 0 2 0

職場での問題行動について 6 0 1 0 5 0 18 1 16 2

社内制度や仕組みへの疑問 9 0 4 1 3 0 11 1 3 0

その他 3 1 2 0 6 0 4 0 1 0

合計 34 2 20 4 30 2 38 4 23 3

社内：雪印メグホットライン［グループ社内通報相談窓口］
社外：社外(弁護士)ホットライン［社外通報相談窓口］

 内部通報制度

（件）
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